












































































































































































































































バ イ オ マ ス 利 用 部 門
＜専任教員＞本多　了助教
＜兼任教員＞関　平和教授，池本良子教授，
古内正美教授，高橋憲司准教授
＜協力教員＞小林史尚准教授，畑　光彦准教授，
仁宮一章准教授
概要：化石燃料枯渇によるエネルギー問題打開策の一
つとして，地域に偏在する未利用バイオマスなどの地
域資源利用による地域循環圏構築が重要課題となって
いる。本部門では，里山里海と隣接した都市に立地し
ている金沢大学の地理的特徴を背景として，地域資源
としての未利用バイオマスの処理に関する個別の技術
開発を，地域，企業，行政との連携により推進すると
ともに，利用目的・需要に応じた技術選択，バイオマ
ス使用量の拡大に伴って発生する環境負荷（温室効果
ガスのみならず，健康および生態系リスクなども含
む）の軽減に配慮した環境システムの最適化を行うこ
とを目的としている。
1．下水処理水を利用したバイオマス創生を目指した
二酸化炭素資源化プロセスの開発
1 ）下水処理水を用いた微細藻類バイオマス生産プロ
セスの開発
2）正浸透膜による省エネルギー型の栄養塩濃縮プロ
セスの開発
3）下水由来の抗生物質耐性菌の水環境中への伝搬と
その挙動
2．メタン発酵と炭化を組合せた下水処理場集約型バ
イオマス利用技術の開発
1 ）下水汚泥と草木バイオマスの混合メタン発酵
2）OD脱水汚泥と廃棄物の高濃度混合消化
3）汚泥の分解性向上のためのマイクロ波前処理法の
開発
4）硫酸塩還元により消化汚泥の前処理法の開発
5）生ごみと草本バイオマスの高濃度混合消化法の開
発
3．未利用バイオマスの発酵熱の効率的な現位置直接
利用技術の開発
1 ）竹チップ発酵熱の有効利用に関する研究
2）堆肥化過程のモデル化に関する研究
3）鶏糞発酵熱の発熱特性と利用可能性に関する研究
4．未利用バイオマス分散型燃焼時のリスク評価と環
境負荷低減技術の開発
1 ）未利用バイオマス直接燃焼のリスク評価：バイオ
マス燃焼時に排出される粒子状，ガス状物質の分析
2）分散型燃焼のリスク評価：山間集落・農村地域等
で直接燃焼排熱を熱源利用する場合の分散型燃焼のリ
スク評価
3）低コスト排出源対策技術：低価格フィルタの粒子
捕集・粉じん負荷特性の検討
5．未利用バイオマスからのバイオエタノール生産技
術の開発
1 ）イオン液体を利用したバイオマスリファイナリー
2）プラズマ反応工学
3）新規シリコンイオン液体の合成と過渡回折格子法
を用いた分子拡散の測定
4）バイオ技術による廃棄物の再資源化
5）里山未利用バイオマスである竹，海藻からのエタ
ノール等有用物質変換技術を検討する。
原子力研究開発機構等の国内研究機関，関連企業およ
び国際共同のもとに研究を推進する。
<個別研究の実施>
・ 誘導プラズマ／アークプラズマ発生装置等を用い
た高エネルギー密度プラズマ-固体材料相互作用
の解明
・ 高強度レーザアブレーションによる重相プラズマ
生成とその特性解明
・ 高熱流体を用いたナノ粒子の大量生成技術の開発
とプラズマ-ナノ粒子重相相互作用の解明
・ 重相構造プラズマ-固体材料相互作用を用いた新
規機能性発現材料創成手法の開発
・ プラズマ-液体相互作用を用いた環境調和型プロ
セスの研究開発
<連携研究の実施>
・ 大電流アーク放電，高強度レーザ照射，電磁場印
加，周辺ガス冷却等の手法による重相構造プラズ
マの安定生成と制御手法の開発
・ 新規機能性発現材料創成や機能性ナノ粒子高速生
成のためのプラズマ生成・制御手法の開発，
・ 究極の半導体パワーエレクトロニクスによる省エ
ネルギー社会構築を目指したプラズマCVDによ
るダイヤモンド半導体ウェハの開発
・ 「重相構造プラズマの高度産業応用」研究拠点形
成のため組織化再検討
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